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Effects of Various Parameters on the Ductility Capacity of
Retrofitted Wall Type Pier Using Buckling-Restrained Rebar
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壁式橋脚の耐震補強においては，中間貫通鋼材が必要とされているが，その施工においては課題を有してい
る。そこで，中間貫通鋼材を省略しても変形性能を確保できる構造として， RC 巻立補強の軸方向鉄筋を座屈拘束
鉄筋とした補強構造を考案した。座屈拘束鉄筋は，軸方向鉄筋に鋼管を被せたもので，鋼管の曲げ剛性により軸
方向鉄筋の座屈を拘束する。本論文では，座屈拘束鉄筋を用いた壁式橋脚の耐震補強構造の縮小試験体を用いて
正負交番載荷実験を行い，変形性能に及ぼす各種パラメータの影響を考察した。


